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作成日 ：2025年7月1日
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2025/3/1改
定

環境経営理念

私たちわらべや日洋食品は、わらべや日洋グループの一員として脱炭素を推進し、
環境負荷の低減を図ることで、持続可能な社会の実現に貢献します。

重点行動指針

１．私たちは、環境関連の法令はもとより、事業活動の分野ごとに自主的な目標や基準を定め、
ステークホルダーと合意した事項等を遵守します。

２．私たちは、省エネ、創エネ、再エネ調達の取り組みにより、温室効果ガス排出量の削減に努めます。

３．私たちは、事業活動全体の中で、3R（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、
産業廃棄物排出量の削減に努めます。

4. 私たちは、社員一人ひとりに対して環境に関する教育・啓発を行い、環境意識の醸成を促します。

５. 私たちは、環境経営に関する情報の開示に努め、ステークホルダーとのコミュニケーションの向上を
推進します。

６．私たちは、わらべや日洋グループが推進する環境保全活動に基づき、環境マネジメントシステムの
定期的な見直しを行います。

2025/3/1改定

事業社名 わらべや日洋食品株式会社
代表者 代表取締役社長 森 浩司
事業内容 調理済食品の製造、販売
従業員数 9,618名（2025年5月末日現在）
事業年度 3月1日～2月末日

本社 東京都新宿区富久町13-15
東京工場 東京都武蔵村山市榎1-1-18

村山第二工場 東京都武蔵村山市榎3-18-1
横浜工場 神奈川県横浜市都筑区川和町752
相模原工場 神奈川県相模原市中央区宮下3-9-1
デザート工場 神奈川県相模原市中央区宮下2-18-6
大宮工場 埼玉県さいたま市北区吉野町2-10-1
吉川工場 埼玉県吉川市南広島442-1
浦和工場 埼玉県さいたま市桜区桜田3-3-2
千葉工場 千葉県袖ヶ浦市永地字鎮守越1163
札幌工場 北海道札幌市白石区平和通15丁目北8-35
釧路工場 北海道白糠郡白糠町工業団地4-2-16
岩手工場 岩手県北上市相去町大松沢1-107
福島工場 福島県郡山市喜久田町字双又34-13
群馬工場 群馬県太田市大原町2394-1
茨城工場 茨城県小美玉市上玉里桜山50-137

南アルプス工場 山梨県南アルプス市上今諏訪850-4
上田工場 長野県上田市古里1727-16
北陸工場 石川県白山市上小川町800-10
名古屋工場 愛知県日進市藤島町長塚74-22
滋賀工場 滋賀県野洲市野洲1679-1
堺工場 大阪府堺市東区北野田830
三木工場 兵庫県三木市志染町戸田字中尾1838-230
香川工場 香川県坂出市沖の浜30-83

【認証・登録範囲】

連絡先
実務責任者 生産技術部 環境推進課 伊藤 涼
電話番号 03－5363—7013

代表取締役社長 森 浩司

1．環境方針

2．組織の概要および認証・登録範囲

※2025年2月末日に大宮工場、千葉工場、群馬工場を閉鎖致しました
2025年度稼働開始の伊勢崎工場は次回審査にて拡大予定
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3．実施体制

代表者

代表取締役社長

実務責任者

生産技術部 環境推進課長

EA21推進委員会

EA21事務局 EA21内部監査員

生産技術部環境推進課員 生産技術部環境推進課員

本社 各工場

各部門 工場長

各部門長 環境担当責任者

全従業員 全従業員

役割・責任・権限

代表者

●環境経営に関する統括責任

●実務責任者の任命

●環境マネジメントシステムに必要な経営資源の準備

●環境方針の周知、策定および見直し

●環境経営レポートの承認

●全体の評価と見直し、指示

実務責任者

●環境マネジメントシステムの構築、実施および管理

●環境目標、環境計画書の確認

●環境経営レポートの確認

●環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

EA21推進委員会

●環境計画の審議

●環境活動実績の確認と評価

EA21事務局、EA21内部監査員

●環境目標、環境計画書の設定

●環境活動の実績集計

●環境法令等の制定、改廃の把握および共有

●環境外部コミュニケーションの窓口

●環境経営レポートの作成

●内部監査の実施。その結果を代表者へ報告

部門長、工場長

●従業員に対する教育訓練の実施

●環境計画の実施及び達成状況の確認

●（工場のみ）環境担当責任者の任命

環境担当責任者

●事故や緊急事態に対応する手順書の作成および手順書に基づく訓練の実施

●問題点の発見、是正および予防処置の実施

●EMS年間実施計画書および報告書の作成

全従業員

●環境方針の理解

●積極的な環境活動への参加
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4．環境目標、実績と評価、次年度以降の目標

■ 2025年2月期（2024年3月～2025年2月）

■食品廃棄物等の発生量及び食品循環資源の再生利用等実施率の内訳
 2023年度（2023年4月～2024年3月）、 2024年度（2024年4月～2025年3月）

※1 電力のCO2排出係数は0.427kg-CO2/kWh（全事業所合計の加重平均値）
※2 目標は前年比1％減として算出（再生利用等実施率除く）
※3 中期目標は次の通り算出…二酸化炭素排出量と水使用量：前年比0.5%減、廃棄物排出量と食品廃棄物等排出量：前年比1%減
※4 廃プラスチック、一般廃棄物、金属くず、水銀使用製品産業廃棄物および汚泥を含む
※5 原料として使用した動物性や植物性の固形状の不要物（具体的な例としては、動物や魚の骨、卵の殻、野菜くずなど）
※6 2024年2月期分の数値は下記2023年度を記載、2025年2月期分の数値は下記2024年度分を記載

委託している産業廃棄物処分業者の再生利用等実施率に基づく
既に99%であり、突発対応等を考慮すると実質限界値に達していることから評価を現状維持としている

項目 2023年度 2024年度

発生量 (t) 12,144 9,034

発生抑制量 (t) 4,939 7,307

再生利用量 (t) 12,033 8,852

熱回収量 (t) 0 0

減量量 (t) 0 0

再生利用以外の量 (t) 0 0

廃棄処理量 (t) 112 182

食品再生利用等実施率 (%) 99% 99%

2024年2月期 2026年2月期 2027年2月期

実績 目標　※2 実績

① ②=①×99% ③ ④=(①-③)/① ⑤=③×目標% ⑥=⑤×目標％

二酸化炭素排出量　※1 （t-CO2/年） 111,845 110,727 110,856 1% 110,302 109,750

電気による排出量 （t-CO2/年） 59,326 58,732 59,477 0% 59,180 58,884

都市ガスによる排出量 （t-CO2/年） 27,847 27,569 27,704 1% 27,565 27,427

その他二酸化炭素排出量 （t-CO2/年） 24,672 24,425 23,675 4% 23,557 23,439

（t/年） 24,531 24,286 21,622 12% 21,514 21,406

食品廃棄物等排出量　※5 （t/年） 10,804 10,696 9,615 11% 9,519 9,424

廃プラスチック排出量 （t/年） 7,299 7,226 6,743 8% 6,676 6,609

その他廃棄物排出量 （t/年） 6,428 6,364 5,264 18% 5,212 5,159

（%） 99 99 99 -
現状

維持
99 99

（千㎥/年） 4,226 4,184 4,014 5% ○ 3,994 3,974

2025年2月期

削減率
評価

自らが生産・販売・提供する製品及びサービス

中期目標　※3
項目

良品製造・作業工程効率化により環境への配慮を図ります

内

訳

廃棄物排出量　※4

内

訳

食品循環資源の再生利用等

実施率　※6

水使用量

○

○

化学物質使用量
対象物質の排出量把握に努めます

特定化学物質の使用量が微量であるため目標を定めていません

評価基準 ･･･ 〇目標達成：削減率1%以上 ✕目標未達：削減率1%未満



6

5．環境計画の取り組み内容とその評価、次年度の目標

化学物質の適正管理

自らが生産・販売・提供する製品及びサービス

○：実施できた ×：実施できなかった

廃棄物排出量主な削減の取り組み

食品廃棄物等の発生量削減及び再資源化率の向上

二酸化炭素排出量 主な削減の取り組み

水使用量主な削減の取り組み

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

2工場への太陽光発電設備導入 ○ 他工場への導入検討

朝礼や掲示物による節電の啓蒙 ○ 取り組みの継続

省エネ型蒸気トラップ導入 ○ 他工場への導入検討

蒸気配管保温材の継続使用 ○ 取り組みの継続

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

廃棄物排出量の削減（共通） 作業ミスによる廃棄量の削減 ○ 取り組みの継続

廃プラスチック排出量の削減 プラスチック容器から一部紙を使用した容器への移行 ○ 新規技術の導入検討

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

動植物性残さ排出量の削減 4工場へのバイオ式生ごみ処理機導入 ○ 他工場への導入検討

再資源化率の維持 分別回収取組の実施 ○ 取り組みの継続

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

ハード面での取り組みによる削減 節水部品の継続使用 ○ 取り組みの継続

ソフト面での取り組みによる削減 朝礼やピクトグラム等による節水の啓蒙 ○ 取り組みの継続

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

取扱いに関する管理 薬品付近へのSDS保管、薬品庫の施錠管理 ○ 取り組みの継続

使用量に関する管理 適正使用の遵守、指定化学物質不使用品への切替検討 ○ 取り組みの継続

計画 2025年2月期　取り組み内容 評価 次年度目標

製造ミス抑制による廃棄量の削減 ○ 取り組みの継続

余剰生産の削減 ○ 取り組みの継続

電気使用量の削減

ガス使用量の削減

製造におけるロス削減
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6．環境関連法規等の遵守状況

「エコアクション21」活動は、昨年度で全工場を一巡し認証・登録取得できました。
2026年2月期は、より自社に即した活動となるように環境方針を見直しました。
引き続き環境に対する取組みを通じ、ステークホルダーとのコミュニケーション向上に

努めてまいります。

代表取締役社長 森 浩司

7．代表者による全体の評価と見直し・指示

環境関連法規名 遵守事項（対象事業所における） 遵守状況

大気汚染防止法 ボイラーの設置届、煤煙測定および記録の保管 〇

水質汚濁防止法 特定施設の設置届、排出水質濃度測定および記録の保管 〇

下水道法 使用開始届、排出水質濃度測定および記録の保管 〇

浄化槽法 浄化槽の設置届、清掃の実施、保守点検・定期検査実施および記録の保管 〇

騒音規制法 ブロワー、圧縮機および送風機等の設置届 〇

振動規制法 ブロワー、圧縮機および送風機等の設置届 〇

工業用水法 井戸使用許可の申請 〇

悪臭防止法 規制地域対象の把握 〇

化管法 PRTR該当薬品の適正管理（保管場所の施錠、SDSの保管） 〇

毒劇法 該当薬品の適正管理（保管場所の施錠、在庫管理、表示、SDSの保管） 〇

消防法 新油、廃油および重油等の危険物設置届出、表示 〇

廃棄物処理法

廃棄物委託契約書の管理、マニフェスト伝票の交付および保管、許可証の更新 〇

廃棄物保管場所の適正掲示 〇

産業廃棄物管理表交付等状況報告書および多量排出事業者関連報告書の提出 〇

食品リサイクル法 定期報告書の提出 〇

工場立地法 工場新設届・変更届の提出 〇

温暖化対策推進法 温室効果ガス算定排出量等の報告書提出 〇

省エネ法
エネルギー管理者もしくはエネルギー管理員の選任 〇

中長期計画書、定期報告書の提出およびエネルギー管理標準の作成 〇

フロン排出抑制法

簡易点検、定期点検の実施および整備記録の保管 〇

回収時の引取証明書の保管 〇

フロン類漏えい量の算定および報告 〇

項目 変更の有無

環境方針 あり

環境目標・計画 あり

実施体制 あり

組織に適用される環境関連法規などを適切に把握し、遵守されています
尚、関係当局より違反等の指摘はありません
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